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1. はじめに 

音声了解度推定モデルに関する研究では，マスカー

として主に定常雑音を用いて検討されてきた．しかし，

サウンドマスキングにおいて，定常雑音をマスカーとし

て用いると，不快に感じる可能性があるため，現実的に

は，川の流れ，小鳥の鳴き声等の環境音をマスカーとし

て用いるほうが望ましい．しかし，音声了解度推定モデ

ルを用いて，環境音による音声のマスキングを実験的

に検討した研究は少なく，既存のモデルを環境音に適

用する上での問題点が明らかにされていない．これを

明らかにすることができれば，環境音下の音声了解度

推定モデルの開発に貢献することができる．そこで本研

究では，既存の音声了解度推定モデルが環境音下の

音声了解度をどの程度推定できるのかを検討した． 
2. 実験 

実験には，正常な聴力を有する学生 10 名（男性：10
名，平均年齢：23 歳）が参加した．マスキーには，親密

度別単語了解試験用音声データセット[1]の中から 750
語を選択した．マスカーには，流水音等の代表的な環

境音 28 種と，定常雑音であるホワイトノイズとピンクノイ

ズを合わせた 30 種を選択した．マスカーとマスキーの

サンプリング周波数は 20000 Hz，帯域幅は 20~10000 
Hz，継続時間は 1秒間であった．また，マスキーの呈示

レベルは，等価騒音レベルで 50 dB，マスカーは，45，
50，55，60，65 dB であった．実験は簡易防音室にて行

い，防音室の暗騒音は等価騒音レベルで 24.7 dB であ

った．参加者には，1つの刺激音の呈示が終了するごと

に，聴取した音声をタイプ入力してもらった．  
3. 結果と考察 

実験に呈示した単語と，参加者がタイプしたひらがな

が完全に一致した場合を正解とし，各マスカーレベル，

各マスカー30 種に関して，参加者 10 名が回答した 5
単語の正答率の平均を単語了解度として算出した． 
実験の結果，どのマスカーも，呈示レベルが上がるに

つれて単語了解度が低くなった．また，同じ呈示レベル

であってもマスカーによって単語了解度に差が見られ，

55 dB と 60 dB で顕著に見られた． 
次に，既存の音声了解度モデル（mr-sEPSM モデル

[2]，STOI モデル[3]，sEPSMcorrモデル[4]）の 3 種を用

いて，音声了解度を推定し，実験結果と比較した．モデ

ルの推定精度を比較するため，30 種のマスカーごとの 

表１． 3 種の単語了解度モデルによる推定精度 

mr-sEPSM STOI sEPSMcorr 
ρ MAE(%) ρ MAE(%) ρ MAE(%) 

0.90 21.39 0.95 6.06 0.96 6.44 

 

 
図１． 音声了解度推定結果（左）と包絡パワー分布（右） 

 
モデルの推定値と実験結果の相関係数 (ρ)および平

均絶対誤差 (MAE)を算出したものを表 1 に示す．また，

図 1 左側に，環境音として，小鳥の群れをマスカーとし

て用いたときの音声了解度の推定結果を示す． 
表 1 及び図 1 左より，STOI モデルと sEPSMcorrモデ

ルで精度良く単語了解度を推定することができた．両

者のモデルは相関に基づくものであり，環境音下の音

声了解度は包絡の相関関係が重要であることを示唆し

ている．さらに，小鳥の群れは，別の環境音（小さい流

れ）と長時間スペクトルが類似するにも関らず，マスキン

グ効果に差が見られた．これは，図 1 の右側に示すよう

に，小鳥の群れが小さい流れに比べて，低い変調周波

数帯域 (Modulation Channel < 16 Hz)に大きいパワー

が存在することに起因すると考えられる． 
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